


№ 資　　　料　　　名 備　　考

第１回 1 前期基本計画と後期基本計画（素案）の施策新旧対照表 【事前配布】

（4月13～17日） 2 施策検討シート 【事前配布】

3 平成２６年度施策マネジメント評価結果 【事前配布】

第２回 4
第４次基本構想・後期基本計画策定のための市民懇談会
（実施概要）

【事前配布】

（5月13～19日） 5 施策検討シート 【事前配布】

6 第１回起草委員会意見メモ 【事前配布】

小金井市長期計画起草委員会

配　付　資　料　一　覧



第２回小金井市長期計画起草委員会資料 

 

第４次基本構想・後期基本計画策定のための市民懇談会（実施概要） 

（仮）こがねいまちづくりカフェ 

～みんなで未来の「こがねい」を考えてみませんか？～ 

 

１ 開催目的 

市民の方が日頃から感じている「小金井市の魅力」や「将来の小金井市に対する想

いや願い」を様々な方々との交流・意見交換を通じて挙げてもらう場を設定し、第４

次基本構想・後期基本計画の策定に繋げることを目的として開催する。 

 

２ 日時 

 平成２７年７月４日（土）午後１時００分～４時００分 

 

３ 場所 

 貫井北センター「きたまちセンター」 

 

４ イベント名 

「（仮）こがねいまちづくりカフェ」 

 

５ 開催方法 

⑴ 市民参画の手法である「ワールドカフェ」方式で実施する。（各テーマについて、

４～６名程度のテーブルごとに話し合う。テーマごとにメンバーは入れ替わり、最

終シェアリングとして意見の共有の場を設ける。） 

⑵ 当日の司会進行等、運営は審議会委員が主体となり、事務局はサポート役になる。 

 

６ 募集方法・人数 

  サイレントマジョリティ（積極的に発言しない市民）等、多様な市民の声を聴く機

会とするため、一般公募の他に、無作為抽出を実施する。 

なお、会場の都合上、定員を５０名とすることとし、応募多数の場合はそれぞれ抽

選することとする。※どちらか一方が募集人数に足りない場合は、もう一方の上限を

上げて全体の定員に達するように調整する。 

⑴ 市報及びホームページで一般公募・・・２５名 

 ⑵ 無作為抽出で募集・・・２５名 

 

７ スケジュール 

⑴ 一般公募募集期間  ６月１日～１５日予定 

⑵ 無作為抽出募集期間 ６月１日～１５日予定 

⑶ 抽選日程      ６月●●日（※立会人と日程調整） 

⑷ 結果通知      ６月２４日予定 

 

起草資料４ 



　

総合的な文化振興の推進 C15-42

施策分野 文化・芸術

１．施策名

No. 36

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　小金井市芸術文化振興計画では、その目標に基づき、市民主体の実施組織
「NPO法人アートフル・アクション」が立ち上がり、行政との相互の協力体制　で、計
画推進事業「小金井アートフル・アクション！」を企画・運営し、保育園におけるアー
トプロジェクトや、学校連携事業、市民スタッフによるアート講座などを行ってきまし
た。
　平成25年には、市制施行55周年事業「コガネイの地上絵」など計画推進事業以外
の事業についても、芸術文化振興計画の理念に基づき、計画推進事業と相乗効果
があるようスパイラルに運営し、多くの市民の参加を得ました。
　市民意向調査の結果、地域の芸術・文化活動の振興の満足度は、決して高くはな
く、重要度もそれほど高くありません。しかし、文化施策は目に見える効果がすぐに
出るものではないので、見えない効果に対する長期的な取組を行っていく必要があ
ります。
　芸術文化活動は、鑑賞、体験のみならず日々の生活の中に普通にあるものであ
り、市民がそれぞれの感性で芸術文化を楽しむことができるよう、この地域の芸術
文化への意識の底上げを継続的に図っていく必要があります。
　また、市内に残る貴重な郷土芸能や伝統芸能の保存と継承を支援するとともに、
先人が残した貴重な文化遺産を守っていく必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　「誰もが芸術文化を楽しめるまちへ　芸術文化の振興で人とまちを豊かに」とした
理念を基に、芸術文化を楽しむ活動を市民自らの参加により協働して作り上げる試
みに、地域のあらゆる世代の「人」が集い、異世代間での葛藤や、喜びを共有する
過程を大事にしながら事業を推進していきます。
　名勝小金井（サクラ）などの歴史的文化遺産の保全と継承など文化振興を推進し
ます。
　平成３０年を最終年度とした小金井市史編さん大綱に基づき市史を刊行します。



　

・芸術文化振興計画の理念を基に、行政と市内芸術文化施設、アートNPO、大学な
どが連携する体制を作り小金井市の文化や環境資源を生かした連携事業を行いま
す。
・今までつみあげてきた芸術文化振興計画推進事業の実績を基に、次世代育成事
業は、小金井式の継続的なアーツ・イン・エディケーションの仕組みづくりに、また、
人材育成事業は、芸術文化の伝え手としてのスキルアップをはかるなど、ステップ
アップした事業を目指します。

・市民が主体的に芸術文化活動の担い手になるための活動拠点となる市内芸術文
化施設の連携の充実をはかります。

６.進めていく主な取組

取組名　① 個性豊かな市民文化の創造、芸術文化活動の展開

取組名　② 歴史的文化遺産の保全と継承

・市内に残る文化財を把握し、文化財保護条例に基づき、指定及び登録を進めま
す。

・先人が遺した貴重な文化遺産などを守り、多くの市民が郷土に対する理解と愛情
を深められるよう文化財センターの整備と事業の充実を図ります。

・名勝小金井(サクラ）の並木の復活及び緑道の整備を計画的に推進します。

・小金井市史の発刊に向けて事業を計画的に推進します。

・市内に残る貴重な郷土芸能や伝統芸術の保存・継承を支援します。



　

施策分野 芸術・文化

１．施策名

No. 37 文化施設の効率運営 C15-43

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、平成２４年３月に公の施設として市民交流センター
を設置し、安定的な管理運営を行い、貸館稼働率も高水準を維持しています。市
内で唯一の舞台芸術系公立文化施設であることから、芸術文化によるまちづく
り、人づくりの核としての役割も担い、管理事業運営には市民の参加も取り入れる
など、市民とともに地域文化振興を図っていくことも求められています。
　はけの森美術館の来館者数は、改修工事等の影響もあり、目標値には届かな
かったものの徐々に増えており、展覧会の内容の充実度も増していることから、市
立美術館としての評価は上がっていると感じられます。また、多目的講義室がで
きたことで、展覧会にちなんだ講座や、教育普及活動、美術館独自のワークショッ
プなどの展開が容易になり、美術館へ足を運ぶ楽しみを増やしています。
　一方、所蔵作品展の開催だけでは入館者増を望むことは難しく、美術館としても
定評のある、地域にゆかりのある作家や、特色ある地方の小さな美術館の作品を
紹介する企画展の開催は、美術館の知名度をあげ、多くの方に来館してもらうた
めにも必要です。

３．施策の方向性（目指す姿）

　個性豊かな市民文化の創造、芸術文化活動の推進など、総合的な文化振興を
推進するとともに、文化施設である市民交流センターを効率的に運営し、芸術文
化事業を積極的に推進します。
　優れた音楽、演劇等の文化及び芸術を享受することができる機会並びに自ら文
化活動及び芸術活動を実践することができる場を市民に提供するとともに市民の
多彩な交流活動の推進を図ります。
　はけの森美術館は、市立美術館としての役割を担い、市民に広く多様な美術を
中心とする芸術文化を提供し、クオリティの高い美術、芸術を享受する場を提供し
ます。
小金井らしい地域の魅力のエッセンスを集積し、発展させ、市立美術館としての品
格と専門性を背景とした事業を実施し、広く多くの市民が美術館事業に参画・参加
できる美術館を目指します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 文化施設の効率運営

・市の文化活動や交流の拠点となる市民交流センターの適切な管理運営を推進
します。

・小金井市立はけの森美術館において展覧会の開催の他、子ども達への教育プ
ログラムの充実や、美術への親しみを深めてもらう美術館ならではのワークショッ
プ、学校教育現場や、地域と連携したアウトリーチ活動などを行います。収蔵作品
およびそれにまつわる作家等について調査研究を行います。

・各文化施設の管理・運営に当たっては、市民ニーズを満たすための方法を検討
し、適切な管理運営を推進します。

・近隣市と連携し、公共施設の相互利用を推進します。



　

文化交流の推進 C15-44

施策分野 文化・芸術

１．施策名

No. 38

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、文化交流を推進するため、主に友好都市である三宅村と
様々な形・幅広い層での交流を毎年継続して行っています。
　また、外国籍の方との交流事業を、市民団体との連携により毎年実施しており、参加者
のすそ野を少しずつ広げています。
　しかし、市民意向調査の結果から、満足・不満足に関して「どちらともいえない」という市
民が過半数を占めており、当該施策に関して周知不足とともに関心の低さが伺えます。
　三宅村との交流及び国際交流事業については、今後も市民団体と連携し、施策への関
心を高める工夫を講じながら、更なる交流機会の創出を図る必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）

市民団体との連携など様々な方策を通じて文化交流に取り組み、交流の充実・発展を目
指します。

多文化共生社会の実現

・市民団体と連携した国際交流事業を推進し、多文化共生社会への理解を深めま
す。

・ 学校や生涯学習における語学教育の充実などにより、市民の国際的な理解を
促します。

・外国籍市民への生活情報の提供を充実するとともに、各種の講座やイベントな
どを開催し、外国籍市民との交流の輪を広げます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 都市間交流の促進

・友好都市である三宅村との交流を更に充実・発展させます。

・様々な方策を通じて、他の自治体との交流・協力を図ります。

取組名　②



　

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、市民の平和への願いを受け、昭和35年に世界連邦
平和都市宣言、昭和57年に非核平和都市宣言を行いました。この思いを後々の世
代まで引き継いでいくことが求められています。
　これまで、人権・平和に関する啓発事業を長年にわたり実施し、その充実を図って
きました。
　人権啓発事業としては、市民憲章の趣旨に基づき、人権尊重の理念を広めるた
め人権特別講演会等を毎年実施してきており、また、平和推進事業としては、原爆
写真パネル展や平和映画会を実施し、意識啓発に努めてきたところです。引き続き
意識啓発を図り、世代を超えて途切れることなく人権・平和の意識を高めることが必
要です。
　また、終戦から７０年を経て、今後は戦争体験者の高齢化による戦争の悲惨な記
憶の風化が危ぶまれることから、改めて平和の大切さや命の尊さを考える機会が
必要となります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　誰もが個人として尊重され平等に暮らせる社会を目指すとともに、後世に平和な
未来を引き継いでいくため、人権啓発事業や平和推進事業への市民の参加を推進
します。

施策分野 人権・平和・男女共同参画

１．施策名

No. 39 人権・平和に関する施策の推進 C16-45

６.進めていく主な取組

取組名　① 人権に関する意識啓発

・市民憲章の趣旨に基づき、人権尊重の理念を広めるため、国や東京都とも連携し
た広報活動の実施や、講座・講演会等を開催します。

・市民生活における人権の問題に対する相談窓口である人権身の上相談を充実す
るとともに、人権侵害などの重大な問題に対応するため、国や東京都との連携を図
ります。

取組名　② 平和に関する意識啓発

・非核平和都市宣言及び世界連邦平和都市宣言の趣旨に基づき、平和推進事業
や市民映画会などを通じて、市民の平和に対する意識啓発に努めます。

・戦争の記憶を風化させず改めて平和の大切さや命の尊さについて考える機会とし
て制定した小金井平和の日条例に基づき、平和意識の高揚を図ります。



　

　人権尊重とワーク・ライフ・バランスを軸として、男女が互いに認め合い支え合いな
がら、それぞれの個性と能力を十分に発揮することができ、また、一人ひとりが輝い
て生きることができる社会を目指します。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、男女共同参画に対する市民の気運が高まる中、平
成８年に「男女平等都市宣言」を行い、平成１５年に「小金井市男女平等基本条例」
を制定するなど、男女が対等な立場で活躍できるように制度の仕組みを整えてきま
した。
　ここ数年の取組では、平成２４年に男女平等に関する市民意識調査及び職員意
識調査を実施し、平成２５年３月には「第４次男女共同参画行動計画」を策定しまし
た。また、同計画に基づき、男女共同参画シンポジウム・こがねいパレット等の開
催、男女共同参画情報誌かたらいの発行により、男女平等意識の意識啓発を実施
し、相談事業等を通じて、男女共同参画の推進に努めています。
　平成２６年に実施した市民意向調査では、「男女が自立し、尊重しあえる社会の形
成」という設問に対して、概ね満足しているとの回答が示されたことからも分かるよ
うに、男女が対等な立場で活躍できる場が広がってきています。
　一方で、依然として残る性別で役割を決めてしまう考え方（性別役割分担意識）の
改善や男女間のさまざまな暴力の防止をはじめ、仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）の推進など、市民、団体、事業所、行政がそれぞれの役割を果たしな
がら、協働してまちづくりに取り組まなければならない課題も生じてきています。

３．施策の方向性（目指す姿）

男女共同参画の推進 C16-46

施策分野 人権・平和・男女共同参画

１．施策名

No. 40



　

・多様なニーズや考え方が取り入れられるよう、審議会委員等への女性の登用を促
進します。
・男女共同参画を推進するための活動拠点として、市施設の有効活用を含め（仮
称）男女平等推進センターの整備について検討します。

・男女共同参画を実践するための庁内の環境づくりを整備し、指導的立場への登用
に向けた女性の人材育成を推進します。

・第４次男女共同参画行動計画を総合的かつ計画的に推進し、実効性のあるもの
とするため、事業を検証、評価する仕組みをつくり、庁内の推進体制を整備します。

・生涯にわたってだれもがいきいきと充実した生活が送れるよう、健康に関する教
育・指導等、正しい知識の普及・啓発を図ります。

取組名　③ 人権侵害の防止

・さまざまな媒体や機会を活用した広報・啓発活動を進め、社会全体でＤＶを根絶す
る気運を高めます。

・配偶者等からのさまざまな暴力に関して適切な相談支援が図られるよう、相談機
能の強化に努め、国、都、他市町村の他、警察や関係機関、民間組織等との連携
体制の充実を図ります。

取組名　④ 男女共同参画の推進体制の確立

取組名　② ワーク・ライフ・バランスの推進

・ワーク・ライフ・バランス社会の実現に向けた普及・啓発を行うとともに、社会のさ
まざまな分野での活躍を目指す女性を支援するため、女性の就労に関する講座を
開催し、情報提供に努めます。

・多様なニーズに応じたサービスの充実を図るとともに、男性の家事・育児参加など
仕事と家庭の両立を支援します。

・だれもが地域におけるさまざまな活動に参加し、暮らしやすい地域をつくるため、
地域活動やボランティア等に積極的・主体的に参画できる環境づくりを支援します。

・だれもが地域で自立し、安定・安心して暮らせるよう、女性総合相談や各種支援の
充実を図るとともに、関係機関の周知や連携を進め、支援体制の強化に努めます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 男女平等意識の浸透

・市民一人ひとりの人権・男女平等意識の浸透と定着を図るため、情報誌の発行等
の広報活動や講演会等を開催します。

・だれもが、生涯にわたり男女共同参画に対する理解を深め、男女平等意識に基づ
いた行動が実践できるよう、地域・社会における教育・学習を推進します。



　

・生涯学習と学校教育の相互連携を図り、図書館、音楽室などの開放を推進しま
す。

取組名　① 市民ニーズに沿った図書館のあり方の検討

・市民ニーズに沿った中央図書館の整備も含め、図書館のあり方を、市民を交え
て検討します。

６.進めていく主な取組

施策分野 生涯学習

１．施策名

No.

　公民館貫井北分館・図書館貫井北分室の運営を機に、生涯学習活動における
市民協働を推進していくとともに、市民ニーズを踏まえた図書館、公民館など活動
の場の充実を図り、生涯学習を計画的に推進していきます。

取組名　② 公共施設の充実と活用

・地域の身近な施設として、市民協働による公民館、図書館の充実と活用を図り
ます。

活動の場の充実 C17-4841

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、地域の生涯学習活動を支援するための施設の提
供など生涯学習環境の構築を進めてきました。平成２６年４月には、市内４つ目の
地域センターとして、貫井北センターを開設しました。この施設は１階図書館、２階
公民館の複合施設となっており、「市民協働」「公民連携」の視点から、市民自らが
担い手となるNPO法人に運営事業を委託しており、先駆的な取組として実施して
います。
　一方、公民館、図書館をはじめとする施設の老朽化については、市政に対する
要望として挙げられており、市民意向調査結果では、環境の充実に関して満足し
ていると回答した方がそれほど多くないのが現状です。
　今後、多様・高度化する市民ニーズの変化を的確に把握し、市民サービスの向
上に努めるため、各施設の適切な整備を図っていく必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）



　

・ 大学や近隣市と連携し、生涯学習活動を支援するボランティアやコーディネー
ターを育成します。

取組名　② 情報提供、ネットワークの整備

・生涯学習関連事業や学習の場などの関連情報を収集・整理し、これらの情報を分
かりやすく提供するなど生涯学習支援センター機能の整備を検討します。

・様々な活動団体の情報発信や、市民と活動団体の交流の場づくり、団体間の連
携支援などを通じて、市民の自主的な活動を支援します。

・平日や昼間働いている人も参加しやすいよう夜間や土・日曜日の講座を充実しま
す。

・青少年グループの活動を支援するとともに、家庭や地域との連携を深めるため、
親子参加型講座を充実します。

・地域の大学や研究機関との関係をいかして各種講座などの充実を図るとともに、
社会教育団体などによる生涯学習活動を支援します。

・放課後子ども教室など、子どもたちのスポーツ・文化活動、地域住民との交流など
を、家庭・学校・地域が一体となって実施する取組を充実します。

・シニア世代、高齢者などの学習活動やその成果を発揮する活動を支援します。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、人間性豊かな学びあいの地域づくりを目指して、市
民、団体、行政が協働して、生涯学習活動を推進してきました。
　一方、社会教育施設はそれぞれ独立して活動しているため、利用者への情報提
供が狭い範囲にとどまっており、市域全体をカバーする生涯学習に関わる情報の
ネットワーク化が必要となっています。
　放課後子ども教室については、各小学校区の推進委員会にコーディネーターを配
置したことにより、地域の特性を活かした内容で事業が展開できました。参加者数
も前年度と比べて増加傾向にあります。放課後子ども教室については、引き続き
国・東京都の補助金を活用しながら実施していきます。

３．施策の方向性（目指す姿）

　生涯学習活動に対する支援、情報提供やネットワーク整備を進め、生涯学習活動
を推進します。
　子どもたちのスポーツ・文化活動、地域住民との交流などを、家庭・学校・地域が
一体となって実施する取組を充実します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 生涯学習活動に対する支援

施策分野 生涯学習

１．施策名

No. 42 生涯学習活動の推進 C17-49



　

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、市民体育祭やシニアスポーツフェスティバルなどの
スポーツ大会やスポーツ教室、各種イベント等を開催し、市民の相互交流やスポー
ツ人口の拡大に努めています。
　また、体育協会や総合型地域スポーツクラブとの連携をもとに、指導者の育成や
スポーツ団体の育成・援助など、多面的に施策を推進しております。さらに、指定管
理者制度の活用により、総合体育館や栗山公園健康運動センターの利便性の向
上を図っています。
　平成２５年度には、スポーツ祭東京２０１３（第６８回国民体育大会、第１３回全国
障害者スポーツ大会）が開催され、また、２０２０年夏季オリンピック・パラリンピック
の東京開催が決定するなど、スポーツに対する関心、気運が高まっており、誰もが
気軽により一層スポーツ・レクリエーションに親しむことができるよう環境の整備が
求められます。
　スポーツ・レクリエーションを通じて市民の健康増進、健康寿命を高めるため、ス
ポーツの参加者数を増加させ、スポーツ実施率の向上や施設の整備を計画的に進
めていくことが必要となります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　各種スポーツ行事・教室の開催、団体組織の育成等により、スポーツ・レクリエー
ション活動の振興を図り、スポーツ振興を計画的に推進します。

主担当課 生涯学習課

関係課

施策分野 スポーツ・レクリエーション

１．施策名

No. 43 スポーツ・レクリエーション活動の支援 C18-50



　

・スポーツ競技団体やレクリエーション団体の円滑な活動のため、施設の優先利用
や備品の貸出しなどを通じて支援します。

６.進めていく主な取組

取組名　① スポーツ・レクリエーションの振興

・スポーツ人口の拡大と相互交流を推進するため、市民体育祭などのスポーツ大
会を充実します。

・団体同士が連携することにより、各団体の活動が活発になるよう、団体のネット
ワーク化を支援し、連携を促進します。

・高齢者や障がいのある人、親子など、誰もが気軽に参加できるスポーツのイベン
ト、教室やレクリエーションの活動の場を充実します。

・スポーツ大会の共同開催など、他市や他組織との共同事業を推進します。

・スポーツ・レクリエーション施設の状況や関連事業の情報を分かりやすく提供し、
市民が気軽に参加できるように支援します。

・地域住民が主体的に運営する総合型地域スポーツクラブを育成・支援し、市民誰
もが、それぞれの目的や体力、年齢などに応じて、気軽にスポーツ・レクリエーショ
ンに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現を目指します。

・（仮称）スポーツ推進計画を策定し、スポーツ・レクリエーションの振興を計画的に
推進します。

取組名　② 団体・組織の育成・支援

・各種スポーツの指導者を育成するため、研修などを充実します。

・指導者などを市民の要望に応じて紹介・派遣するためのシステムの充実を図りま
す。



　

施策分野 スポーツ・レクリエーション

１．施策名

No. 44 スポーツ・レクリエーション施設の活用 C18-51

学校体育施設などの地域開放

・小・中学校の学校体育施設を活用し、市民の健康増進を図ります。

・市内にある高等学校、大学などの施設を利用できるよう積極的に働きかけます。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　小金井市の総合体育館及び栗山公園健康運動センターは、平成２１年度から指
定管理者制度を導入し施設利用者は増加傾向となり、市民の利便性の向上に寄与
しています。
　一方、今後の主な課題は、施設の老朽化です。その対策として、総合体育館にお
いては平成２３年度から大規模改修工事を行っておりますが、引き続き整備を行う
必要があります。
　また、栗山公園健康運動センター、テニスコート場、上水公園運動施設や清里山
荘についても、市民の利用に応えるため順次整備を行うなどスポーツ・レクリエー
ション施設については、多様化する市民ニーズに対応し、市民が安全に安心して利
用できるようにするため、今後とも整備・充実を図ることが必要となります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　スポーツ・レクリエーション施設の整備や学校体育施設を活用します。
　小中学校の学校体育施設を活用し、スポーツ開放として活用していきます。
　さらに、市内大学等の施設を今後も利用できるよう積極的に働きかけます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 施設の整備

・市内にある民間施設についても、市民が利用できるよう関係機関と協議します。

・近隣市と連携し、スポーツ・レクリエーション施設の相互利用について検討します。

取組名　③ 地域・近隣市との連携

・総合体育館の大規模改修を実施するとともに、上水公園運動施設の整備を検討
する等により、市民のスポーツ・レクリエーション環境の充実を図ります。

・市民のスポーツ・レクリエーションの場として、また、青少年の研修の場として、利
用者が有意義に過ごせるよう清里山荘の充実を図ります。

取組名　②



　

施策分野 学校教育

１．施策名

No. 45 教育内容・教育方法の充実 C19-53

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　次世代を担う子どもたちの成長に大きな役割を果たしている学校教育について
は、「文化と教育」分野では最も高い関心が寄せられています。一方で、近年は子
どもの学力の二極化傾向や学習意欲の低下などの課題も見られ、基礎的、基本的
な学習内容の定着を図ることが必要となっています。
　私たちの住む小金井市では、教育内容・教育方法の充実に向け、各学校で地域
の実態等に照らした特色ある教育活動に取り組み、地域や保護者から概ね高い評
価を得ました。
　また、教職員の研修・研究の取組では、学校訪問、職層研修等の機会を活用し、
教員の授業改善に対する意識の向上に努めています。。
　学校における教育相談の取組では、学校にスクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーを配置し、教育相談の充実に取り組みました。一方で、学校では複
雑化、多様化した教育相談の件数が増加しており、学校における教育相談の一層
の充実を図ることが必要です。
　特別支援教育の取組では、中学校で情緒障害固定学級を新設したり、通級指導
学級を移設したりして、特別支援教育の重層的な体制づくりに取り組みました。今
後は、特別支援教育支援員の派遣や特別支援教育にかかわる環境整備等を推進
し、特別な支援を必要とする子どものニーズに対応した支援の充実を図ることが必
要です。

３．施策の方向性（目指す姿）

「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成を目指します。
「豊かな個性」と「創造力」の伸長を目指します。
「信頼される学校づくり」と「確かな学力」の確立を目指します。



　

・国際社会に生き社会の変化に対応できるよう、子どもたち一人一人の豊かな人間
性の育成を図ります。そのために子どもたちの豊かな個性と創造力を伸ばす教育
を重視するとともに、これからの社会を生きる日本人を育成します。

・基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得、思考力・判断力・表現力を育成するた
め、教員の授業力の向上を図ります。また、保護者や地域等との連携により学校の
教育力を高め信頼される学校づくりに取り組みます。

・教職員としての資質や能力を向上させ、様々な教育課題の解決を図るため、教職
員の役割や経験年数に応じた研修の体系化を図ります。

・将来を見据えた適正な学校の規模等による通学区域について見直しを図ります。

６.進めていく主な取組

取組名　① 新しい時代に対応した教育内容の充実

・子どもたちが人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心や社会生活
の基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようとする精神を育みます。

・児童生徒に寄り添った心のケアについて、スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカー、教育相談所と連携し、いじめや不登校等に対する教育相談体制
の充実を図ります。

･安全でおいしく、栄養のバランスが取れた学校給食の充実を図るとともに、児童生
徒が望ましい食習慣を身に付けられるよう食育を推進します。

取組名　② 特別支援教育の充実

・特別な教育ニーズがある子どもが、特別支援学級で適切な指導を受けたり、在籍
校での個別指導を受けたりすることで、周りの子どもたちとの良好な関係が築ける
ような指導、支援の充実を図ります。

取組名　③ 児童生徒の心と体のケア



　

施策分野 学校教育

１．施策名

No. 46 学習環境の整備・充実 C19-54

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　児童生徒の学習及び生活の場として、健康的かつ安全で豊かな教育環境の整備
充実が必要です。
　私たちの住む小金井市では、学校運営連絡会や学校評価、地域との連携機会を
通じて保護者や地域の意見を参考にし、地域に開かれた学校づくりを推進してきま
した。
　また、児童生徒の安全や災害時避難場所となる小・中学校の校舎などの耐震化
の完了や、ヒートアイランド対策及び環境学習等の一環として校庭芝生化の実施、
パソコン教室等のＩＣＴ環境整備など、教育環境の改善にも努めてきました。
　今後は、老朽化が進んだ学校施設の計画的な整備にも取組んでいく必要があり
ます。

３．施策の方向性（目指す姿）

　地域社会に開かれた学校の実現を目指すとともに、学校施設の計画的・長期的
な方針の策定を推進し、学習環境の更なる整備・充実を進めます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 地域に開かれた学校づくり

・学校公開や学校運営連絡会などで学校経営方針や教育活動を公開するととも
に、学校評価により保護者や地域の意見をいかし、より良い学校づくりを推進しま
す。
・各学校のホームページなどの充実を図り、地域に学校の情報を積極的に発信しま
す。
・学校を地域の社会資源と考え、家庭や地域とのつながりを深め、開かれた学校づ
くりを進めます。
・放課後子ども教室、スポーツ開放、校庭開放事業に対し、校庭、運動施設、図書
室などを開放し、児童生徒と地域の人々の交流を推進します。
・学校施設の開放に当たっては、防犯設備などの整備を図るなど、学校での安全対
策の確保を図ります。
・ＩＣＴ教育や環境教育について市内の大学などと連携した研究を進めるとともに、
大学生などのボランティアの活用を推進します。

取組名　② 教育施設、教材などの整備・充実

・ICTを活用した授業改善のため、各学校の校内LANを構築するとともに、教材・教
具を充実します。

・学校施設の多くは老朽化が進んだ状況であり、子どもたちの安全かつ安心して学
べる環境を確保する整備・改築を計画的に進めるため、長期的な方針の策定に向
けて取り組みます。

取組名　③ 就学機会の確保

・ 高等学校や大学などに在学する支援が必要な生徒・学生に対する奨学金制度を
継続します。



　

施策分野 幼児教育

１．施策名

No. 47 幼児教育の充実
Ｃ20-
55-0

６.進めていく主な取組

取組名　① 家庭における幼児教育の支援

・幼児を持つ保護者を対象とした各種講座などの充実を図るとともに、保護者同
士の自主的な交流や情報交換、学習活動などを支援し、家庭における幼児教育
の向上を図ります。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　幼児期は、自立心や協調性、基本的生活習慣を身につけるなど、人間形成の基
礎がつちかわれる大切な時期です。しかし、近年の家族形態の変化や地域にお
ける地縁的なつながりの希薄化など、家庭や子どもを取り巻く環境が変化してい
ることなどから、地域と一体となった幼児教育の推進が求められています。
　幼稚園は保育所と並ぶ子育ちの場であり、園児・保護者と地域の結びつきにも
関わっています。
　しかし、増加傾向にある幼稚園利用者に対し、市内幼稚園での総定員数は、必
要とされる数が大きく不足しており身近な地域での幼稚園入園が叶わず、市外の
施設を利用せざるを得ない実態があります。
　保護者や子どものニーズを踏まえた幼児教育を推進していくためにも、私立幼
稚園を支援することも含め、積極的な対応が求められています。

３．施策の方向性（目指す姿）

幼稚園の安定的継続のために、運営面・管理面での適切な対応を実施するととも
に、認定こども園制度の活用を図り、幼稚園の利用ニーズに対応するとともに、保
育施設の整備を進め、現状よりも多くの児童が地域の施設に通園できる体制を整
えます。幼稚園と保育所の連携をもとに、地域社会一体となった幼児教育を推進
し、保護者と子どものための講座などを充実するとともに、図書館などにおける学
習機会の拡大を図ります。

取組名　③ 幼稚園などへの支援

・保護者と子どものための講座などを充実し、学習とふれあいの機会を拡充しま
す。

・子どもの保育や教育に不安を持つ保護者に対する相談事業を充実します。

取組名　② 地域ネットワーク

・幼稚園、保育所や地域型保育事業者の連絡会等を通じて地域との連携を図りま
す。

・図書館では地域でのふれあいと連携を強化します。

・幼稚園児の保護者補助制度及び就園奨励費助成などを引き続き実施すること
により、保護者の経済的負担を軽減し、適切な幼児教育を受ける機会の確保に努
めます。

・幼稚園の安定的存続のため、私立幼稚園協会に対する運営を支援します。

・量的に不足している教育（幼稚園）ニーズに関して、認定こども園制度の活用を
図るなど、認定こども園への移行希望に際して積極的に対応します。
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施策番号：　36　施策名：　総合的な文化振興の推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
質の高い運営のためには、常勤の学芸員がいないことは問題・課題
ではないか。

1 施策の現況と課題
はけの森美術館の茶室はあるが、活用できていないのは課題ではな
いか。うまく活用していくべきである。

1 施策の現況と課題 江戸・東京野菜の食文化にも触れるべきではないか。

5 進めていく主な取組
質の高い運営のためには、常勤の学芸員がいないことは問題・課題
ではないか。

再掲

5 進めていく主な取組
はけの森美術館の茶室はあるが、活用できていないのは課題ではな
いか。うまく活用していくべきである。

再掲

施策番号：　37　施策名：　文化施設の効率運営　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
「周辺自治体との相互利用」は効率運営にかかわる部分なので、こ
れが進んでいないのは課題ではないか。

1 施策の現況と課題
質の高い運営のためには、常勤の学芸員がいないことは問題・課題
ではないか。

1 施策の現況と課題
広場を有効活用できている、まつりや商店街での夜店の開催など
は、良い点ではないか。

1 施策の現況と課題
（記載の内容全般）どの公共施設を対象とした記載内容であるかが
不明確である。

1 施策の現況と課題 相互利用の概念が不明確である。

1 施策の現況と課題
相互利用をどの施設でしているのか市民に浸透していないのではな
いか。

2 施策の方向性
美術館の効率運営を取り上げるのは違和感がある。美術館について
は質的充実を図るべきではないか。

2 施策の方向性
（記載の内容全般）どの公共施設を対象とした記載内容であるかが
不明確である。

再掲

5 進めていく主な取組 相互利用の概念が不明確である。 再掲

5 進めていく主な取組
相互利用をどの施設でしているのか市民に浸透していないのではな
いか。

再掲

5 進めていく主な取組
質の高い運営のためには、常勤の学芸員がいないことは問題・課題
ではないか。

再掲

施策番号：　38　施策名：　文化交流の推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
他の自治体との積極的な都市間交流を進めているのであれば、記載
すべきではないか。

1 施策の現況と課題
オリンピックを視野に入れた、おもてなし施策を進めていくべきで
はないか（都の方針にかかわらず）。

第1回起草委員会　意見メモ　文化と教育
（平成27年4月14日（火）開催）
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1 施策の現況と課題
留学生と小中学生との交流、外国語のコミュニケーションをするな
どの事業は進められないか。国際交流協会が主体でマッチングでき
ないか。

5 進めていく主な取組
オリンピックを視野に入れた、おもてなし施策を進めていくべきで
はないか（都の方針にかかわらず）。

再掲

5 進めていく主な取組
留学生と小中学生との交流、外国語のコミュニケーションをするな
どの事業は進められないか。国際交流協会が主体でマッチングでき
ないか。

再掲

施策番号：　39　施策名：　人権・平和に関する施策の推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題 市内・近隣市の戦争の史跡に光を当てるべきではないか。

5 進めていく主な取組 市内・近隣市の戦争の史跡に光を当てるべきではないか。 再掲

施策番号：　40　施策名：　男女共同参画の推進　　
意見内容 備考

3 成果・活動指標
小金井市（役所）の女性管理職割合、男性の育児休業取得率の目標
値を立て、掲載するべきではないか。

施策番号：　41　施策名：　活動の場の充実　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
市民を交えての中央図書館の整備の検討はなされていないため、課
題ではないか。

5 進めていく主な取組
地域センターの老朽化への対応、自動販売機などのサービスの充実
を図ってはどうか。

5 進めていく主な取組
市内の公共施設では、防音施設が3つ程度しかない。楽器の演奏す
る場を増やしてはどうか。

5 進めていく主な取組
学校開放の際の備品等の貸し出し（楽器等）を進めるべきではない
か（楽器保険をかけることで、貸し出すなどの制度を整備するな
ど）。また、音楽室の開放もさらに進めるべきではないか。

施策番号：　42　施策名：　生涯学習活動の推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
小金井市には大学、高校があり若者が多いイメージがある。生涯学
習の中でも相互教育活動ができるような仕組みを作ってはどうか。

5 進めていく主な取組 高校生、留学生の活躍の場を設けるべきではないか。

5 進めていく主な取組
小学校と生涯学習のコーディネートを推進すべきではないか。小学
生が生涯学習に触れ合う機会を作るべきではないか。

5 進めていく主な取組
小金井市には大学、高校があり若者が多いイメージがある。生涯学
習の中でも相互教育活動ができるような仕組みを作ってはどうか。

再掲

施策番号：　43　施策名：　スポーツ・レクリエーション活動の支援　　
意見内容 備考

1
施策の現況と課題 チャレンジデーを実施したが、さらにその取組を発展させ、スポー

ツを通じてのまちづくりを進めるべきではないか。

1 施策の現況と課題 「指導者の育成」の内容が分かりにくい。

1 施策の現況と課題
大学と連携し、スポーツアドバイザーのような制度を作るべきでは
ないか（ウォーキングアドバイザーなど）。

該当箇所

該当箇所

該当箇所

該当箇所

該当箇所

2



3 成果・活動指標
総合型地域スポーツクラブを5つ程度は作れるように、事業を進め
ていくべきではないか。目標を設定し具体的な計画を策定してほし
い。

5 進めていく主な取組
総合型地域スポーツクラブを5つ程度は作れるように、事業を進め
ていくべきではないか。目標を設定し具体的な計画を策定してほし
い。

再掲

5 進めていく主な取組
チャレンジデーを実施したが、さらにその取組を発展させ、スポー
ツを通じてのまちづくりを進めるべきではないか。

再掲

5 進めていく主な取組
大学と連携し、スポーツアドバイザーのような制度を作るべきでは
ないか（ウォーキングアドバイザーなど）。

再掲

施策番号：　44　施策名：　スポーツ・レクリエーション施設の活用　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
小金井公園の施設が充実しているため、運動公園という位置づけに
することも一案ではないか。

5 進めていく主な取組
小金井公園の施設が充実しているため、運動公園という位置づけに
することも一案ではないか。

再掲

施策番号：　45　施策名：　教育内容・教育方法の充実　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
小金井市独自の教育として、定着化を述べているが、得意分野を伸
ばすという視点も加えてはどうか。

施策番号：　46　施策名：　学習環境の整備・充実　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
「地域社会に開かれた学校」という内容の具体性が示されてもよい
のではないか。

1 施策の現況と課題
タブレットなど、ICTに関する教育環境は進んでいる。ICT教育とい
うキーワードがあるので、「パソコン教室等」という文言を削除し
てはどうか。

施策番号：　47　施策名：　幼児教育の充実　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
国の制度の変更等はあるが、女性の社会参加を視野に入れると、
もっと積極的に市として実施する内容を含めてはどうか。

1 施策の現況と課題 保育分野と歩調を合わせた書き方にする必要がある。

5 進めていく主な取組
国の制度の変更等はあるが、女性の社会参加を視野に入れると、
もっと積極的に市として実施する内容を含めてはどうか。

再掲

該当箇所

該当箇所

該当箇所

該当箇所

3


